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豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち豊かな自然と歴史のこころがつくる活力のあるまち

広

お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん

い
つ
ま
で
も
元
気
で
い
て
ね

◉添田町敬老会（詳細は 2～ 3ページ）
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９
月
15
日
と
16
日
の
２
日
間
、
オ

ー
ク
ホ
ー
ル
で
、
長
寿
と
健
康

を
お
祝
い
す
る
敬
老
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
対
象
と
な
る
75
歳
以
上
の
敬
老
会

該
当
者
は
、
２
１
６
１
人
で
２
日
間
で

約
760
人
が
出
席
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、

寺
西
町
長
が　
「
皆
さ
ん
に
は
健
康
で
自

立
し
て
長
生
き
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

そ
の
た
め
に
は
、
食
事
や
会
話
な
ど
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
社
会
参
加
、

適
度
な
運
動
な
ど
が
必
要
で
す
。
町
も

応
援
、
支
援
し
て
い
き
た
い
」
と
あ
い

さ
つ
。
101
歳
以
上
の
方
や
、
今
年
度
節

目
の
年
齢
を
迎
え
る
皆
さ
ん
の
代
表
者

に
寺
西
町
長
か
ら
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
15
日
に
は
宮
城
幼
稚
園
、

16
日
に
は
く
る
み
保
育
園
の
園
児
た
ち

が
合
唱
や
鼓
笛
を
披
露
。
園
児
た
ち
の

姿
に
参
加
者
の
皆
さ
ん
は
目
を
細
め
て

い
ま
し
た
。

　

昼
食
後
に
は
、
社
会
福
祉
法
人
添
寿

会
の
職
員
に
よ
る
太
鼓
や
エ
イ
サ
ー
、

添
田
町
婦
人
会
に
よ
る
踊
り
や
こ
ぶ
し

の
会
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
、
佐
賀
県
出
身

の
歌
手
、
橋
昌
彦
さ
ん
に
よ
る
歌
謡
シ

ョ
ー
、
添
田
東
女
性
の
会
に
よ
る
健
康

体
操
が
披
露
さ
れ
、
笑
顔
あ
ふ
れ
る
ひ

と
と
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

恒
例
の
福
引
き
抽
選
会
で
は
、
町
特

産
品
な
ど
を
受
け
取
っ
た
参
加
者
の
皆

さ
ん
。
最
後
は
万
歳
三
唱
で
盛
況
に
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

添田町敬老会
〇いつまでも元気に長生きしてください

　町内の75歳以上の高齢者は2,161人。皆さんの長寿と健康を祝い、
そして、これからも楽しく安らかにいつまでも健康で長生きしてほ
しい。そんな思いを込めた敬老会が今年も盛大に開催されました。

①楽しいアトラクションに笑顔　②宮城幼稚園の園児がかわいい歌を披
露しました　③添寿会の皆さんによるエイサー　④こぶしの会の皆さん
が「手のひらを太陽に」など４曲を披露　⑤くるみ保育園の園児による鼓
隊の演奏　⑥⑦お弁当を食べて笑顔をみせる参加者たち　⑧寺西町長か
ら記念品を受け取る節目の年齢の代表者　⑨70代でＣＤデビューを果た
した橋昌彦さんの歌謡ショー　⑩華麗な舞いを披露する添田町婦人会の
皆さん　⑪ひこちゃんゆずちゃんが参加者をお出迎え　⑫健康体操では
身体をのびのびと動かしました　⑬今年も大盛り上がりの福引き抽選会
⑭寺西町長からお祝いのあいさつ　⑮長寿を祈念して万歳三唱をしました

村上清さん（町四）
手島マツヨさん（下落合）
手島マキヱさん（上落合二）
奥利生さん（下中元寺）
木田ツヤ子さん（伊原）
ほか１名
【順不同／ 9月１日現在】

今年度100歳を迎える皆さん

↑元気な笑顔で記念品を受け取る手島マツヨさん㊧、手島マキヱさん㊥、村上清さん㊨

①

②③⑥

⑤

④⑩

⑨

⑬⑭

⑮

⑦

⑧⑪

⑫



◉令和元年度全国学力・学習状況調査結果◉町内小学校６年生と中学校３年生

を対象に実施された今年度の全国

学力・学習状況の調査結果が公表

されました。今回の教育のひろば

では、その結果から添田町の教育

の現状を考えます。 問 教育委員会学校教育課（☎ 82-5963）

教育のひろば

令和元年度　全国学習状況調査～添田町および福岡県、全国の平均回答率（％）～

小学校
６年生

毎日朝食を
食べている

将来の夢や
希望を持っ
ている

自分に良いと
ころがあると
思わない

自分で計画を
立てて勉強し
ていない

家で全く
勉強しない

学校の決まりを
守っている

読書を
全くしない

添田町 75.4 68.2 8.7 13.0 7.2 33.3 26.1

福岡県 83.4 66.7 5.6   6.1 2.1 44.7 21.0

全　国 86.7 65.9 5.5   5.5 2.3 46.7 18.7

中学校
３年生

毎日朝食を
食べている

将来の夢や
希望を持っ
ている

自分に良いと
ころがあると
思わない

自分で計画を
立てて勉強し
ていない

家で全く
勉強しない

学校の決まりを
守っている

読書を
全くしない

添田町 63.2 38.2 14.5 22.4 7.9 69.7 63.2

福岡県 80.3 46.7   6.9 13.1 4.8 66.5 39.2

全　国 82.3 44.9   7.3 12.2 4.4 66.8 34.8

教育のひろば

い

い

皆さんからの意見を募集します
●「添田町立小学校統合基本方針（案）」に関するパブリックコメント

パブリックコメントとは、町の基本的な政策などを形成する過程で、
その政策の趣旨、目的、内容などを公表し、広く皆さんの意見を募

集し、これを踏まえて町の政策を定めていく制度です。教育委員会では、
「添田町立小学校統合基本方針（案）」を作成し、これを公表するとともに、
皆さんからの意見を募集し、反映させるため、パブリックコメントを実
施します。ただし、案に対する賛否を問うことを目的とはしていません。

④意見や情報など（添田町立小学校統合基本方
　針（案）の該当ページ数や記載内容など、どの
　部分に対する意見なのか具体的にして下さい）
※住所、氏名などに記入漏れがある場合、意見
　として受け付けできません。

■ 意見書の提出方法
▶添田町教育委員会学校教育課へ直接、書面で
　提出してください
◎郵送の場合　〒 824-0691
　田川郡添田町大字添田 2151 番地
　添田町教育委員会　学校教育課　宛て
◎電子メールの場合
　学校教育課＝ gakkoukyouiku@town.soeda.fu
　　　　　　　kuoka.jp
◎ファックスの場合　学校教育課＝ 82-5963
※電話や口頭での受け付けはしていません。

■ 募集期間
▶令和元年10月31日木まで

■ 意見などの公表
▶提出された意見は取りまとめ、意見の概要や
　提出された意見に対する教育委員会の考え方
　などとして、後日、添田町ホームページに掲
　載します。

■ 公表されている案
▶添田町立小学校統合基本方針（案）

■ 公表されている場所　
▶添田町ホームページ
▶添田町教育委員会学校教育課

■ 意見書を提出できる人
▶添田町内に住所を有する人
▶添田町内に事務所または事業所を有する個人、
　法人、その他の団体
▶添田町内の事務所や事業所に勤務する人
▶添田町内の学校に在学する人
▶添田町に納税義務のある人
▶「添田町立小学校統合基本方針（案）」に利害
　関係のある人

■ 意見書の様式と記入すべき内容
▶意見公募用紙は添田町ホームページからダウ
　ンロードできます（任意様式可）
▶記入すべき内容
①件名（「添田町立小学校統合基本方針（案）に対
　するパブリックコメント」と記入）
②住所、氏名（団体の場合は団体名）
③上記の「意見書を提出できる人」のどれに該当
　するか（利害関係がある人の場合はその内容）

▶▶▶住所、氏名（団体名）は公表しません。また個別の回答は行いません。類似する意見など、まと
　めて公表する場合があります。

ント

程で、
募

地
宛て

育課

人
人
事業所を有する個人、
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意見の概要や

今
回
の
調
査
の
う
ち
、
学
力
調
査
に

つ
い
て
は
昨
年
度
と
調
査
内
容
が

大
き
く
変
更
と
な
り
ま
し
た
。
国
語
、
算

数
・
数
学
と
も
に
調
査
内
容
が
基
礎
基
本

（
Ａ
）と
活
用（
Ｂ
）に
分
か
れ
て
い
た
も
の

が
、
各
教
科
と
も
Ａ
・
Ｂ
を
統
合
。
集
計

結
果
も
正
答
率
で
は
な
く
、
全
国
平
均
を

100
と
し
て
ど
れ
く
ら
い
で
き
て
い
る
か
を

示
す
、
標
準
化
得
点
と
い
う
考
え
方
で
示

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
昨
年
度
ま

で
の
調
査
結
果
と
比
較
は
で
き
ま
せ
ん
が
、

本
年
度
は
小
・
中
学
校
の
い
ず
れ
の
教
科

も
筑
豊
地
区
の
標
準
化
得
点
を
大
幅
に
上

回
っ
て
お
り
、
全
国
の
標
準
化
得
点
に
も

う
少
し
の
レ
ベ
ル
ま
で
迫
っ
て
い
ま
す
。

学
習
状
況
調
査
に
関
し
て
は
、
こ
れ

ま
で
改
善
し
て
い
た
「
毎
日
朝
食

を
食
べ
て
い
る
」
が
、
一
昨
年
、
昨
年
、

今
年
と
次
第
に
悪
く
な
っ
て
い
ま
す
。
小

学
校
で
は
４
人
に
１
人
、
中
学
校
で
は
３

人
に
１
人
が
毎
日
朝
食
を
食
べ
て
い
な
い

状
況
で
す
。「
将
来
の
夢
や
希
望
を
持
っ
て

い
る
」
で
は
、
小
学
校
６
年
生
段
階
で
全

国
を
上
回
っ
て
い
る
状
況
が
、
中
学
校
３

年
生
で
は
全
国
を
下
回
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
「
自
分
に
は
良
い
と
こ
ろ

が
あ
る
と
思
わ
な
い
」
で
は
、
小
学
校
・

中
学
校
と
も
に
全
国
を
上
回
っ
て
い
ま
す

が
、
中
学
校
の
方
が
状
況
が
悪
く
な
っ
て

い
ま
す
。
同
じ
よ
う
な
傾
向
は
「
読
書
を

し
な
い
」
や
「
自
分
で
計
画
を
立
て
て
勉

強
し
て
い
な
い
」
な
ど
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

特
に
「
読
書
を
し
な
い
」
は
、
中
学
校
で

６
割
を
超
え
て
お
り
、
３
人
に
２
人
の
割

合
で
本
を
読
ん
で
い
な
い
状
況
で
す
。

　

し
か
し
「
学
校
の
決
ま
り
を
守
っ
て
い

る
」
で
は
、
小
学
校
で
全
国
を
下
回
っ
て

い
ま
す
が
、
中
学
校
で
は
、
全
国
を
上
回

る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
こ
と
か

ら
、
中
学
校
が
落
ち
着
い
て
学
習
で
き
て

い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
し
、

「
鍛

※

ほ
め
福
岡
メ
ソ
ッ
ド
」の
取
り
組
み
、

「
学
習
規
律
」の
徹
底
な
ど
の
効
果
が
現
れ
、

着
実
に
学
力
向
上
に
結
び
つ
い
て
い
る
様

子
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
添
田
町
の
児
童
・
生
徒
の

実
態
を
受
け
、
学
校
と
保
護
者
の
共
通
理

解
を
図
っ
て「
早
寝
・
早
起
き
・
朝
ご
は
ん
」

や「
学
び
の
構
え
づ
く
り
」、「
学
び
の
環
境

づ
く
り
」、「
読
書
に
親
し
む
環
境
づ
く
り
」

な
ど
の
取
り
組
み
を
よ
り
一
層
強
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
児
童
・
生
徒
が
自

ら
の
良
さ
に
気
づ
き
、
自
尊
感
情
を
高
め
、

各
学
校
で
は
児
童
・
生
徒
の
詳
細
な
実
態

を
、
教
育
委
員
会
と
し
て
は
全
体
的
な
学

力
・
学
習
状
況
の
実
態
を
そ
れ
ぞ
れ
が
分

析
し
な
が
ら
、
個
別
の
課
題
に
対
応
で
き

る
よ
う
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
中
学
１
・
２
年
生
、
小
学
５
・
６

年
生
を
対
象
に
し
た
「
英
峰
日
進
塾
」
も

継
続
。「
生
き
る
力
」を
育
む
た
め
に
、
小

中
学
校
９
年
間
の
学
力
実
態
と
児
童
・
生

徒
の
学
び
の
様
子
を
把
握
し
、
家
庭
・
地

域
と
協
働
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
き

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

※子どもに達成感を味わわせ、次へのチャレンジ意欲を向上させるという仕組みを取り入れた
　指導方法で、この教育にかかわる全ての指導者や関係者が共有する福岡県独自の指導方法



t OPICS
添田の小・中学生が
県大会、全国大会へ

P I C K U P

空手

添
田
小
３
年
の
長
町
さ
ん

形
・
組
手
で
全
国
大
会
出
場
決
め
る

　

空
手
道
場
「
田
川
修
武
会
」（
手
嶋
徹
館

長
）
に
通
う
添
田
小
学
校
３
年
生
の
長
町

楓
さ
ん
が
、
10
月
６
日
に
大
阪
市
で
開
催

さ
れ
る
第
57
回
全
国
空
手
道
選
手
権
大
会

に
女
子
形
と
女
子
組
手
の
２
つ
の
競
技
で

の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。
小
学
校
入
学
と

同
時
に
空
手
の
稽
古
を
始
め
た
長
町
さ
ん

は
、
昨
年
も
形
で
全
国
大
会
に
出
場
。
今

年
は
６
月
に
熊
本
県
で
行
わ
れ
た
九
州
大

　添田中学校２年生の萬德達也さんが９月７日、

田川文化センターで行われた少年の主張福岡県

大会に田川地区代表として出場し、優秀賞とな

りました。県内各地から選ばれた17人の中学生

が、自分たちの熱い思いを訴えたこの大会。萬

德さんは「みんなが笑顔になれるように」をテ

ーマに小学校１年生のころ、がんで亡くなった

母や、父と兄について発表しました。母の死後、

「しっかりしなさい」が口癖だった父の言葉には、

自分たち兄弟への期待が込められていたことが

わかった萬德さん。それからは、これまで自分

を支えてくれた人に恩返ししたいと思うように

なり、将来は人の役に立

ち、亡き母の笑顔のよう

に、周りの人たちが笑顔

になれるように頑張りた

いと力強く語りました。

萬德さんの堂々とした発

表に会場からは惜しみな

い拍手が送られました。

会
で
形
、
組
手
と
も
３
位
入
賞
し
、
両
競

技
で
の
全
国
大
会
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

９
月
19
日
に
役
場
を
訪
問
し
、
寺
西
町
長

の
前
で
力
強
く
、
キ
レ
の
あ
る
形
の
演
武

や
突
き
を
披
露
し
た
長
町
さ
ん
。
寺
西
町

長
は
「
小
さ
な
体
か
ら
発
す
る
大
き
な
声

と
み
な
ぎ
る
気
合
に
感
心
し
た
。
全
国
の

舞
台
で
も
日
ご
ろ
の
稽
古
の
成
果
を
発
揮

し
て
頑
張
っ
て
」
と
激
励
し
て
い
ま
し
た
。

←空手を始めて２年半
の長町さん。昨年の形
に続き、今年は形と組
手の両競技での全国大
会出場を決めました。
来年のオリンピックか
ら正式種目になる空手。
全国の晴れ舞台、そし
て世界を目指して頑張
れ“そえだっ子”

少年の
主張

▶ 添田中２年、萬德さん
県大会で優秀賞

↑田川文化センターで開催された令和元年度少年の主張福岡県大会

↑堂々と発表する萬德さん

▶

広報そえだ（令和元年 10月号）　６

秋の
イベント情報

お
い
し
い
、
楽
し
い
、
旬
の
特
産
品
が
勢
ぞ
ろ
い

　

ふ
る
里
ま
つ
り

■時間／26日＝9時30分～16時
　　　　27日＝10時～16時
■ところ／
　オークホール駐車場
■地元の特産品や伝統工芸品のほ
　か、北海道美深町の特産品も販
　売。ステージイベントもあり、　
　家族みんなで楽しめます。
問役場地域産業推進課商工業振興
　係（☎82-5962）

楽しい催し物
がいっぱい

10/26㊏ 
    27㊐

■
時
間
／
10
時
〜

■
と
こ
ろ
／
上
津
野
活
性
化
セ
ン

　

タ
ー

■
今
年
で
22
回
目
と
な
る
上
津
野

　

地
区
の
収
穫
祭
。
農
林
産
物
や

　

杵
つ
き
餅
、
鶏
モ
モ
肉
の
炭
火

　

焼
の
販
売
、
ト
ル
コ
ギ
キ
ョ
ウ

　

な
ど
の
花
の
競
り
と
い
っ
た
楽

　

し
い
イ
ベ
ン
ト
い
っ
ぱ
い
で
す
。

問
協
議
会
陣
矢
さ
ん
（
☎
０
９
０

　

―
１
８
７
４
―
５
５
５
５
）

■時間　10時～16時
■ところ　ＪＲ彦山駅前
■今年の男魂祭は、彦山
駅前に会場を移し、地元
で採れたお米や野菜のほ
か、焼き鳥、シシ汁など
の販売を行います。
問役場まちづくり課観光
振興係（☎ 82-1236）

■風景部門　町の美しい自
　然や風景
■イベント部門　町内での
　イベントや行事
■応募サイズ　両部門とも、
　カラー四つ切／白黒四つ
　切（ワイド四つ切）／Ａ４
■撮影期間　平成30年12月
　以降に町内で撮影された
　写真
問役場まちづくり課観光
振興係（☎ 82-1236）

上津野村づくり推進協議会主催

今
年
は
彦
山
駅
前
で
開
催

英
彦
山
男
魂
祭

自然にふれよう㏌津野収穫祭

芸術の秋。集う磨き抜かれた芸と技

■時間／ 2日＝９時～16時、3日＝10時～16時
■ところ／オークホール
■踊りや歌、バレエ、コーラスなどをステージで披露
　する芸能部門と、華道や書道、下げもん、水墨画な
　どの力作が並ぶ展示部門。今年も皆さんの磨き抜か
　れた技や作品をぜひ、会場でご覧ください。
問オークホール（☎ 82-2559）

11/２㊏ 

    ３㊗

出
か
け
よ
う
秋
の
そ
え
だ

英彦山と筑豊の祭り
第27回ふくおか県民文化祭2019

11/３㊗

第32回

11/10㊐ 彦
山
駅
前
で
開
催

彦
山
男
魂
祭

11/10㊐

応募締め切り

11/29㊎

第24回　添田町
フォトコンテスト

町の魅力を一枚の写真に

フォォト ンテ

募締め切

1/29
応募

11

11/３㊗

■
時
間　

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

上
中
元
寺
薬
師
堂

■
平
安
時
代
に
病
気
平
癒
の
た
め
に
安

　

置
さ
れ
た
と
伝
わ
る
県
指
定
文
化
財

　

の
薬
師
如
来
。
家
内
安
全
と
無
病
息

　

災
を
願
い
ま
せ
ん
か
。
終
了
後
に
は

　

楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
ま
す
。

問
観
光
協
会
山
本
さ
ん
（
☎
０
９
０
―

　

３
７
９
８
―
０
６
４
８
）

上
中
元
寺
観
光
協
会
主
催

上
中
元
寺

薬
師
堂
大
祭

７　広報そえだ（令和元年 10月号）

第45回 添田町総合文化祭

11/23㊗
■時間　11月23日㊗９時30分～16時30分
■ところ　オークホール
問オークホール（☎ 82-2559）

11/23㊗
0分

/ 3
分分分分



My Town Topics　問 役場総務課（☎ 82-1231）

まちの話題
My Town Topics

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

９　広報そえだ（令和元年 10月号） 広報そえだ（令和元年 10月号）　８

救急の日のつどい

実際にＡＥＤを使った講習も

　９月８日、オークホールで、37回目となる

救急の日のつどいが行われました。開会式で

は、田川医師会の荒木久昭会長が「救急の日

のつどいをとおして、正しい知識を少しでも

多くの人に知ってもらいたい」とあいさつ。

イベントでは、真木保育園児による鼓笛隊の

演奏や手話を使った歌のあと、久留米大学病

院副院長高須修先生の講演会「高齢者の急病

と対応」がありました。また、ロビーでは救

急救命講習で心臓マッサージや人工呼吸、Ａ

ＥＤの使い方を教わったり、添田町の野菜や

特産品の販売もされたりして、町内外からの

多くの来場者で賑わっていました。

↓大人から子どもまで、楽しみながら救急について考えることができた一日となりました

身近なまちの話題について情報をお寄せください。
広報紙に掲載された写真は差し上げますので、お気軽に問い合わせください。

　８月29日、添
田中学校２年生
が町内外の事業
所で職場体験学
習を行いました。
仕事をしている
人と接し、自ら
も体験すること
で、働くことの
意義を知った生
徒たち。添田町立図書館で職場体験した本谷将人さんと
平原亜唯さんの２人は、カウンターで本の貸し出し手続
きや来館者が利用しやすいように本の整理をしました。

添田中学校職場体験

働くことの意義や目的を知りました

↑図書館のカウンターに座り、貸し出し業務を体験

　上津野村づく
り推進協議会で
は、英彦山青年
の家と連携して
都市との交流を
図っています。
９月７日、青年
の家による「家
族で泊まろうin
英彦山」では、参
加した10組の家族が、協議会の皆さんから教わりながら、
地元の食材を使った料理や５月に植えた田んぼの稲刈り
など普段することのできない体験を楽しんでいました。

青年の家「家族で泊まろうin英彦山」

家族で体験した津野でのふれあい

↑津野で採れた食材を使って調理し、味わいました

　町の財政事務
などが適正で、
かつ効率的に執
行されているか
を監査する添田
町監査委員の宮
平信之さん（庄
中）と武貞誉裕
さん（庄西）が、
平成30年度の町
の歳入歳出決算について審査を行い、その審査意見書を
８月29日、寺西町長に提出しました。平成30年度の町の
歳入歳出決算は、広報そえだ11月号でお知らせします。

平成30年度決算審査報告

町財政事務の適正かつ効率性を審査

↑審査意見書を提出した宮平さん㊥と武貞さん㊧

↑黄金色に染まった田んぼで稲刈りを楽しむ児童たち

　８月31日、語
呂合わせで野菜
の日として、道
の駅歓遊舎ひこ
さんでイベント
が行われました。
野菜ソムリエの
資格を持つ、地
域おこし協力隊
の佐々木晋さん
特製の夏野菜カレーの試食会やナスやピーマン、オクラ
などの野菜の詰め放題などが行われ、地元で採れた新鮮
な夏野菜を求める大勢の買い物客などで賑わいました。

↑「おいしい」と大好評。佐々木さんの夏野菜カレー

歓遊舎ひこさんでイベント

８
や

月3
さい

1日の日、地元産の野菜はいかが

　中元寺小学校
の全校児童が９
月10日、学校前
の田んぼで稲刈
り体験を行いま
した。５月に児
童の手によって
植えられた苗は、
中元寺の自然を
愛する会（宮金美
樹会長）の皆さんによる管理のおかげで、大きな黄金色
の稲穂に実りました。児童たちが上手に鎌を使って収穫
した稲穂は、天日干しで乾燥し、給食などで使われます。

中元寺小学校で稲刈り

黄金色に実った稲穂、喜びの収穫

　７月26日から
８月30日までに
かけて４回にわ
たり、のべ30人
の児童が参加し、
じどうかんクラ
ブ茶道教室が行
われました。児
童たちは、表千
家茶道教授清水
十六子さん（町三）から、お茶の点

た

て方や歩き方、茶碗の持
ち方といった茶道の礼儀や作法、おもてなしの心を学び、
日本の伝統文化である茶道の基本を身に付けていました。

じどうかんクラブ茶道教室

礼儀や作法とおもてなしの心を学ぶ

↑緊張した面持ちで茶道の礼儀、作法を学ぶ児童

　いにしえの修験者たちに扮して、英彦山の
名所や史跡を巡る「ひこさん山伏の里探訪」
が９月７日に行われ、約20人が参加しました。
この催しは、英彦山神宮表参道の復興や活性
化に取り組む英彦山門前町同好会（松養榮貞
会長）が、英彦山の歴史や修験道文化を多く
の皆さんに知ってもらおうと企画しました。
山伏の白い袈

けさ

裟や頭
ずきん

巾を身にまとい、ほら貝
の音が響き渡る中、高住神社や鷹巣原高原な
どを巡った参加者の皆さん。ガイドの話に耳
を傾けながら英彦山の神秘的な雰囲気を満喫
し、「自然に触れながら、英彦山の歴史と文化
を勉強できて、楽しかった」と語っていました。

ひこさん山伏の里探訪

修験者姿で霊峰英彦山を巡る↓時折、ホラ貝の音が響き渡る中、山伏の衣装を着て、修験道の山、英彦山を巡る参加者の皆さん

　ＪＲ日田彦山線の復旧をめぐり９月13日、
彦山地区総合センターで地域住民など約80人
が参加してＪＲ九州による説明会が行われま
した。ＪＲ九州は前田勇人副社長らが出席し、
地域交通を責任を持って継続させていくため
の復旧案として、①鉄道（１億６千万円の地
元負担）、②彦山駅～筑前岩屋駅間が専用道の
ＢＲＴ（バス高速輸送システム）、③通常バス
の３案を説明。住民からは「まずは鉄道を元
に戻すべき。赤字の解消は別の話だ」と鉄路
復旧を求める多くの意見や「早期復旧できる
形をとってほしい」と鉄道以外による、いち
早い復旧を願う声などがあがっていました。

不通続く日田彦山線

ＪＲが住民に復旧案を説明 ↓寺西町長は「１億６千万の財政負担は絶対に容認できるものではない」と強く主張しました

【お詫びと訂正】広報そえだ８月号の９ページ（第58回添田町子ど
も会球技大会）の記事に誤りがありました。正しくは「３位町二」
です。おわびして訂正します。



　E メールは①お子さんの写真　②お子さんの氏名　③名前
の読み方　④誕生日　⑤年齢　⑥行政区　⑦メッセージ（50
文字以内）　⑧保護者の連絡先を送信してください。
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10月生まれ
HAPPY
BIRTHDAY

植田  南
なみ

海ちゃん 
10月４日生 ❶・庄西

なみちゃん♡１歳の誕生日おめで
とう！なみちゃんの笑顔に癒され
てます。これからも元気にすくす
く成長してね。パパ＆ママより 

内村 心
みく

咲ちゃん 
10月18日生 ❸・野田

お姉ちゃん&お兄ちゃんと仲良
くね♪ミクの将来が幸せいっぱ
いでありますように！

◉
11
月
号
に
掲
載
す
る
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
を
募
集
し
ま
す

　

10
月
16
日
水
ま
で
に
役
場
総
務
課
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

※
投
稿
は
１
人
一
句
ま
で
。
俳
句
・
短
歌
・
川
柳
の
区
分
を

書
い
て
く
だ
さ
い
。

問 

役
場
総
務
課
広
報
・
秘
書
係
（
☎
82
―
１
２
３
１
）

文
芸
歳
時
記

蒲
公
英
の
綿
毛
の
翔
ん
で
夏
日
な
り

　
　
　
　
　

幟
は
た
め
き
祭
り
も
近
し　

荒
巻
ミ
サ
子

【
俳
句　

投
稿
】

百
才
を
祝
う
友
は
和
服
着
て　
　
　
　
　
　
　

村
岡　

清
香

せ
せ
ら
ぎ
に
紅
葉
且
つ
散
る
大
不
動　
　

伊
勢
村　

稔

彼
岸
花
草
の
中
か
ら
そ
っ
と
咲
く　
　
　

寺
本　

紀
子

虫
の
音ね

や
思
い
出
ふ
け
る
ひ
と
り
の
夜　

本
川
ミ
ツ
子

月
日
星
へ
届
け
三
光
鳥
啼
け
り　
　
　
　

島
津
余
史
衣

森
林
の
木
の
間
を
抜
く
る
風
涼
し　
　
　

柴
田　

一
世

こ
の
先
は
女
人
結
界
梅
雨
の
蝶　
　
　
　

斎
藤
智
寿
子

麦
秋
や
三
河
訛
の
元
教
師　
　
　
　
　
　

天
野
ユ
キ
海

夏
草
の
茂
り
許
さ
ぬ
行
者
道　
　
　
　
　

立
花　

克
明

【
短
歌　

投
稿
】

餌
や
り
て
一
ヶ
月
過
ぎ
し
雉
な
れ
ど

　
　
　
　

引
摺
る
足
で
ス
ト
レ
ス
示
す　

櫻
木
マ
サ
子

昼
寝
よ
り
目
覚
め
て
寒
き
山
里
に

　
　
　

雨
は
音
な
く
そ
ぼ
降
り
て
を
り　

独
活
山
強
実

田
も
畦
も
農
夫
も
庭
に
取
り
入
れ
し

　
　
　
　
　
　

修
学
院
に
秋
は
巡
り
ぬ　

濵
田
イ
サ
オ

炎
暑
の
さ
中
鷹
の
羽
に
尾
花
出
穂

　
　
　
　

秘
や
か
に
秋
は
訪
れ
つ
あ
り　

仲
摩　

直
子

【
俳
句  

天
籟
通
信
添
田
句
会　

大
池
青
湖
選
】　
　
　

生
き
て
こ
そ
笑
顔
も
あ
り
ぬ
九
月
尽　
　
　

諌
山　

静
香

そ
れ
と
な
く
風
を
着
こ
な
す
き
り
ぎ
り
す　

鈴
鹿　

雅
子

コ
ス
モ
ス
に
い
ざ
な
わ
れ
て
来
て
道
の
駅　

安
永　

藻
香

押
し
入
れ
に
父
の
匂
い
の
籐
枕　
　
　
　

手
嶋
く
み
え

無
花
果
と
握
手
し
て
見
る
熟
れ
具
合　
　
　

武
田　

晴
子

仏
前
の
桃
こ
そ
傷
み
や
す
き
か
な　
　
　
　

池　
　

三
太

人
類
も
麺
類
も
み
な
秋
に
い
る　
　
　
　
　

西　
　

加
予

秋
の
日
の
段
差
に
躓
く
こ
と
も
あ
る　
　
　

大
池
み
ど
り

【
短
歌　

春
扇
短
歌
会　

筑
紫
支
社
】

二
歳
の
児
小
さ
き
指
の
間
ゆ
覗
き

　

居
な
い
ゐ
な
い
ば
あ
と
満
面
の
笑
み　

大
塚　

富
江

山
並
に
霧
立
ち
昇
る
終
手
紙
に

　
　

眺
め
て
笑
み
を
り
楽
隠
居
の
吾
は　

五
十
嵐
田
鶴

豊
か
な
る
自
然
の
森
に
囲
ま
る
る

　
　
　
　
　

岩
石
山
に
若
葉
の
風
吹
く　

平
井　

朝
子

桜
の
木
空
家
に
は
み
出
し
切
り
や
れ
ば

　
　
　
　
　

見
る
も
無
残
な
姿
の
芥
に　

木
村　

寛
子

片
隅
の
万
両
の
実
は
季
を
ま
た
ぎ

　
　
　
　
　
　

初
夏
の
風
に
耀
き
保
つ　

福
富　

廣
枝

　E メールは
（koudojyouhou@town.
soeda.fukuoka.jp）まで
送信してください。

♥３歳までのお子さん募集中です！11月生まれは10月16日水ま

でに連絡ください。　問 役場総務課広報・秘書係／☎82-1231

八城 衣
いつき

姫ちゃん 
10月28日生 ❷・峰地

お誕生日おめでとう♡
これからも兄妹仲良く元気に育っ
てね（＾♡＾）

３歳までの

お子さん

募集中です

問 役場まちづくり課歴史文化財係（☎82-5964）歴まちコラム　　～歴史と文化のふる里探訪～

「
神か
ん
な
づ
き
無
月
」と
も
呼
ば
れ
る
10
月
。
各
地
の
神
様
が
島
根
県
の

出
雲
大
社
に
集
ま
り
、
地
域
の
神
様
が
不
在
に
な
る
こ
と
か

ら
そ
う
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
添
田
町
の
神
様
も
猿
田
彦
大
神

の
道
案
内
で
出
雲
大
社
ま
で
旅
す
る
の
か
も
し
れ
せ
ん
。

◉参考文献　『マンガ　はじめて読む　古事記と日本書紀』 平成30年
　　　　　　『英彦山修験道絵巻』村上龍生　平成７年

根
県
の

こ
と
か

天
孫
降
臨
で
道
案
内
を
し
た

天
孫
降
臨
で
道
案
内
を
し
た

天
狗
や
鬼
の
よ
う
な
姿
の
神
様

天
狗
や
鬼
の
よ
う
な
姿
の
神
様

古
来
、
日
本
で
は
数
多
く
神
々

が
存
在
し
、
全
て
の
物
に
神

様
が
宿
っ
て
い
る
と
い
う
考
え
方
が

あ
り
、
こ
れ
ら
の
神
々
を
総
称
し
て

「
八や

お
よ
ろ
ず
の
か
み

百
万
神
」
と
呼
び
ま
し
た
。「
八

百
万
」
と
い
う
の
は
実
際
の
数
を
表

す
も
の
で
は
な
く
、
数
が
多
い
こ
と

を
表
現
し
て
お
り
、
こ

の
言
葉
は『
古
事
記
』と

い
う
歴
史
物
語
書
の
な

か
で
初
め
て
使
わ
れ
た

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

町
内
で
も
至
る
所

で
神
々
の
存
在

を
示
す
も
の
が
あ
り
、
そ
の
一
つ
に
、

道
路
脇
や
神
社
の
境
内
な
ど
に
置
か

れ
て
い
る
少
し
大
き
な
楕
円
形
の
石

が
あ
り
ま
す
。
石
の
表
面
に
「
猿さ

る
た田

彦ひ
こ
の
お
お
み
か
み

大
神
」
と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
「
猿
田
彦
大
神
」
と
は
『
古
事
記
』

で
、
天

あ
ま
て
ら
す
お
お
み
か
み

照
大
神
の
孫
で
あ
る
邇に

に
ぎ
の々芸

つ
の
お
面
は「
猿
田
彦
大
神
」を
表
現

し
、
行
列
の
道
案
内
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
と
言
わ
れ
ま
す
。

猿
田
彦
大
神
」
の
姿
に
つ
い
て

は
、『
日
本
書
紀
』と
い
う
歴

史
書
の
な
か
で
「
鼻
長
七
咫た

、
背
長

七
尺
」
と
書
か
れ
て
い

ま
す
。「
咫
」と
は
古
代

日
本
の
長
さ
の
単
位
で
、

親
指
と
中
指
を
開
い
た

長
さ（
約
18
セ
ン
チ
）と

さ
れ
、「
尺
」は
約
30
・

３
セ
ン
チ
で
す
。
現
在

の
長
さ
に
換
算
す
る
と
、

鼻
の
高
さ
が
約
126
セ
ン

チ
、身
長
が
約
212
・
１
セ
ン
チ
と
な
り
、

こ
の
こ
と
か
ら「
猿
田
彦
大
神
」は
天

狗
や
鬼
な
ど
姿
で
表
現
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

文
／
西
山
紘
二
学
芸
員
（
ま
ち
づ
く

り
課
歴
史
文
化
財
係
）

命み
こ
とが

八や
さ
か尺

の
勾ま

が
た
ま玉

と
八や

た
か
が
み

尺
鏡
、
草く

さ
な那

芸ぎ
の
つ
る
ぎ

剣
の
い
わ
ゆ
る
三
種
の
神
器
を
持

ち
、
神
々
の
住
ん
で
い
る
天
上
界
か

ら
地
上
界
へ
降
り
て
く
る
と
き
に
、

道
案
内
を
し
た
神
様
と
し
て
書
か
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
の
話
は
、
天
孫
降
臨
と
言
わ
れ
、

こ
の
神
話
か
ら「
猿
田
彦
大
神
」は
交

通
安
全
の
神
様
と
し
て
道
路
脇
な
ど

に
祀ま

つ

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
毎
年
４
月
に
英
彦
山
神

宮
で
執
り
行
わ
れ
る
御
神
幸

祭
で
は
、
大
き
な
赤
面
と
青
面
が
行

列
を
先
導
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
２

天
孫
降
臨
で
道
案
内
を
し
た

天
狗
や
鬼
の
よ
う
な
姿
の
神
様

親子ハイク「英彦山」親子ハイク「英彦山」

初心者け！

九 州７県を巡る九州自然歩道には、 身近
な自然から険しい山道まで、多様な道

が設定され、それぞれの楽しみ方ができるよ
うになっています。今回は英彦山で、お子さ
んと一緒に気軽に歩
けるコースで親子ハ
イクが開催されます。
自然を感じながら、
英彦山の自然歩道を
歩いてみませんか。
〇とき　10月14日㊗　10時～16時
〇集合場所　鷹巣原駐車場
〇主催　福岡県環境部自然環境課
〇対象者　小学生と保護者
〇定員　先着30名
〇参加料　１人千円（昼食・保険代）
〇募集期限　10月７日㊊
〇申し込み　九州自然歩道フォ
　ーラムホームページ
※詳しくは問い合わせください。
問九州自然歩道フォーラム
（☎092-600-4399）

親子ハイク「英彦山」
◎九州自然歩道を歩く

九州自然歩道
フォーラムHP



と
し
て
、
調
停
制
度
が
あ
り
ま
す
。

調
停
制
度
の
利
用
の
仕
方
な
ど
に
つ

い
て
、
相
談
に
応
じ
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
30
日
水
10
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

大
任
町
役
場

▼
内
容　

夫
婦
間
の
も
め
ご
と
、
遺

　

産
相
続
、
不
動
産
、
お
金
の
貸
し

　

借
り
、
交
通
事
故
を
め
ぐ
る
ト
ラ

　

ブ
ル
な
ど

▼
相
談
料　

無
料

問 

福
岡
地
方
裁
判
所
田
川
支
部

　

 

（
☎
42
―
０
１
６
３
）

▼
実
施
期
間　

10
月
1
日
火
〜
令
和

　

２
年
２
月
29
日
土
の
間
の
平
日

▼
受
診
方
法　

最
寄
り
の
実
施
機
関

　

の
窓
口
に
二
世
健
診
受
診
の
旨
を

　

申
し
出
て
検
査
し
て
く
だ
さ
い

▼
医
療
機
関　

社
会
保
険
田
川
病
院

　
（
田
川
市
）
ほ
か
44
医
療
機
関

※
予
約
を

し
て
受
診

し
て
く
だ

さ
い
。

※
平
成
28

年
度
か
ら
、

希
望
者
は
多
発
性
骨
髄
腫
検
査
を
受

診
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、

実
施
し
な
い
機
関
も
あ
り
ま
す
の
で

事
前
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

県
が
ん
感
染
症
疾
病
対
策
課
難
病

　

 

等
助
成
係（
☎
092
―
643
―
３
２
６
７
）

▼
と
き
・
と
こ
ろ　

10
月
16
日
水
10

　

時
〜
12
時
／
添
田
人
材
開
発
セ
ン

軽
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
と
き　

10
月
23
日
水　

13
時
30
分

　

〜
15
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
役
場
特
１
会
議
室

▼
対
象
者　

嘉
穂
郡
・
田
川
郡
在
住

　

の
人

▼
内
容　

相
談
支
援
員
が
、
相
談
内

　

容
に
応
じ
て
課

　

題
を
整
理
し
、

　

必
要
な
制
度
や

　

手
続
き
に
つ
な

　

ぐ
な
ど
支
援
し

　

ま
す

※
予
約
優
先
。

問 

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

 　
（
☎
44
―
８
６
３
１
）

　

京
都
府
で
多
数
の
犠
牲
者
が
で
る

爆
発
火
災
が
発
生
し
ま
し
た
。
再
発

防
止
策
と
し
て
、
全
国
的
に
次
の
こ

と
に
取
り
組
み
ま
す
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
身
分
証
の
確
認（
運
転
免
許
証
な
ど
）

②
使
用
目
的
の
問
い
か
け

※
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
は
販
売
記
録

を
作
成
し
ま
す
。

問 

田
川
地
区
消
防
本
部
予
防
課

　

 

（
☎
44
―
６
２
５
６
）

　

平
成
30
年
度
の
事
故
発
生
件
数
は

約
43
万
件
、
死
傷
者
数
は
53
万
人
と
、

極
め
て
深
刻
な
状
況
で
す
。
自
賠
責

保
険
・
共
済
は
、
す
べ
て
の
車
、
バ

イ
ク
に
加
入
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
自
賠
責
保
険
・
共
済
な
し
で

運
行
す
る
こ
と
は
法
令
違
反
で
す
の

で
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

国
土
交
通
省
九
州
運
輸
局
福
岡
運

　

 

輸
支
局
輸
送
部
門

 　
（
☎
092
―
673
―
１
１
９
１
）

　

10
月
１
日
か
ら
11
月
30
日
ま
で
の

▼
と
き　

12
月
２
日
月
、12
日
木（
２

　

日
間
）10
時
〜
16
時

▼
と
こ
ろ　

ナ
ー
ス
プ
ラ
ザ
福
岡（
福

　

岡
市
）

▼
対
象　

福
岡
県
在
住
で
ブ
ラ
ン
ク

　

の
期
間
に
関
係
な
く
、
未
就
業
で

　

６
か
月
以
内
に
就
職
を
希
望
す
る

　

看
護
職
／
受
講
料
無
料

▼
応
募
締
切　

11
月
18
日
月

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
か
ら
申
し
込
ん

　

で
く
だ
さ
い

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

▼
と
き　

11
月
27
日
水　

13
時
30
分

▼
と
こ
ろ　

久
留
米
大
学
病
院
（
久

　

留
米
市
）

▼
定
員　

10
人
／
受
講
料
千
円

▼
申
込
方
法　

電
話
ま
た
は
福
岡
県

　

看
護
協
会
サ
イ
ト
で
申
し
込
み

※
対
象
者
な
ど
詳
し
く
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問 

福
岡
県
ナ
ー
ス
セ
ン
タ
ー

　

 

（
☎
092
―
631
―
１
２
２
１
）

２
か
月
間
は
、
福
岡
県
麻
薬
・
覚
醒

剤
乱
用
防
止
月
間
で
す
。
麻
薬
、
覚

せ
い
剤
、
大
麻
、
シ
ン
ナ
ー
や
危
険

ド
ラ
ッ
グ
な
ど
の
乱
用
は
、
乱
用
者

個
人
の
心
身
を
蝕
む
し
ば
む
ば
か
り
で
な
く
、

各
種
犯
罪
の
誘
因
と
な
る
な
ど
、
周

り
の
人
の
生
活
に
も
害
を
及
ぼ
し
ま

す
。
薬
物
乱
用
を
絶
対
に
許
さ
な
い

社
会
環
境
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

問 

県
保
健
医
療
介
護
部
薬
務
課
麻
薬

　

 

係
（
☎
092
―
643
―
３
２
８
７
）

　

身
近
に
起
こ
っ
た
争
い
や
家
事
・

民
事
の
紛
争
の
解
決
手
段
の
ひ
と
つ

　

タ
ー
、
10
月
23
日
水
（
受
付
15
時

　

30
分
〜
16
時
30
分
）
／
ク
ア
ハ
ウ

　

ス
ハ
ピ
ネ
ス

▼
内
容　

健
診
結
果
や
食
生
活
、
栄

　

養
改
善
に
関
す
る
こ
と
な
ど

▼
申
込
期
限　

添
田
人
材
開
発
セ
ン

　

タ
ー
＝
10
月
15
日
火
、
ク
ア
ハ
ウ

　

ス
＝
申
し
込
み
不
要
。
直
接
お
越

　

し
く
だ
さ
い

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
健
康
対
策

　

 

係
（
☎
88
―
８
１
１
１
）

　

生
活
全
般
で
困
っ
て
い
る
人
、
子

育
て
や
家
族
の
悩
み
が
あ
る
人
は
気
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Informationくらしに役立つ情報満載

研
修
・
セ
ミ
ナ
ー

警
察
・
消
防

健
康
・
相
談

福
岡
県
自
立
相
談
支
援
事
務
所

無
料
巡
回
相
談
会

保
健
師
・
管
理
栄
養
士
が

個
別
健
康
相
談
に
応
じ
ま
す

無
料
調
停
相
談
会

被
爆
者
二
世
健
康
診
断

保険料や受給年金が
控除や課税の対象に

◉保険料は全額社会保険料控除の対象

国民年金保険料は、納付した全額が所得税・住民
税の社会保険料控除の対象となります。社会保

険料の控除を受けるためには、毎年１月１日から12月
31日までの間に支払ったことを証明する書類の添付が
義務付けられています。１月１日から９月30日までの
間に国民年金保険料を納付した人には「社会保険料（国
民年金保険料）控除証明書」が10月下旬から11月上旬に
日本年金機構から送付されま
すので、年末調整や確定申告
の際に添付してください。
　なお、10月１日から12月31
日までの間に初めて保険料を納付した人には、翌年の
１月下旬に証明書が送付されます。また、家族の国民
年金保険料を納付した場合も本人の社会保険料控除に
加えることができます。

◉老齢や退職年金などは所得税の課税対象

老齢や退職を支給事由とする年金は、雑所得とし
て所得税の課税対象となります。（障害年金・遺

族年金は課税されません。）
　課税対象となる人には、日本年金機構から扶養親族
等申告書が送付されますので、10月31日木までに必ず
提出してください。提出を忘れると各種控除が受けら
れず、所得税の源泉徴収額が多くなる場合があります
のでご注意ください。なお、年金以外に収入がある場
合は確定申告が必要です。

●平成31年分「扶養親族等申告書」が送付される人
① 65歳未満で年金額が 108 万円以上の人
② 65歳以上で年金額が 158 万円以上の人
問 直方年金事務所（☎ 0949-22-0891）
　 お問合せダイヤル（☎ 0570-081-240）

　出張年金相談

【田川青少年文化ホール／☎ 44-6470】
▷毎月第１・３木曜日　10時～16時
【川崎町コミュニティセンター／☎ 72-3000】
▷毎月第４木曜日　10時～16時
※相談は予約制。基礎年金番号をお知らせください。

■ 問い合わせ・相談予約
　 直方年金事務所お客様相談室（☎ 0949-22-0891）

知っておきたい年金の豆知識

怒りの感情と上手に向き合いましょう

　日常の中で「イライラしてしまう」、「怒
ってしまう」などと感じたことはありませ
んか。子育て、夫婦関係、職場、地域などで
感じるイライラや
怒りの感情を上手
にコントロールす
るアンガ―マネジメント
について、一緒に学びませ
んか。

▶とき　　11月30日土 13時～15時
▶ところ　オークホール研修室
▶講師　マルプロ代表 アンガ―マネジメ
　　　　ント専門家 丸山啓太さん
▶定員　40人程度／参加費無料
▶申込方法　電話で申し込んでください
▶託児　300円／１人（生後３か月以上）
※託児の申し込み期限は11月15日金です。

問 教育委員会社会教育課
　 男女共同参画推進係（☎ 82-5800）

◉子育てにも役立つ
イライラの感情を

コントロール
～上手く怒れるようになる
　　　　アンガーマネジメント講座～

発行冊数 2,000 冊。大好評の商品券

添田町プレミアム地域商品券
10月１日火販売開始

◉販売場所　添田町商工会
◉販売期間　10月１日火から完売まで
　　　　　　※今年度は予約販売ではありません。

◉販売時間　平日９時～16時
　　　　　　※10月５日土・６日日のみ９時～15時
◉購入方法　商工会窓口にある販売申込書に必要事
　　　　　　項を記入し、本人確認できるもの（コ
　　　　　　ピー可）を提示してください。
　　　　　　※例：運転免許証、健康保険証、パス
　　　　　　ポート、マイナンバーカード（通知カー
　　　　　　ド不可）、住民票記載事項証明書など
◉購入限度　１人５冊まで（代理購入不可）
◉販売価格　１万円／１冊
◉プレミアム率　10％
　（１万円で１万１千円分）
◉販売冊数　2,000冊
◉使用期間　10月１日火～
　令和２年１月31日金
問 添田町商工会（☎ 82-0244）4））

見本

在
宅
看
護
に
興
味
が
あ
る
方
の

た
め
の
再
就
職
支
援
研
修

再
就
職
の
た
め
の
看
護
技
術

セ
ミ
ナ
ー
（
採
血
・
注
射
編
）

忘
れ
ち
ゃ
い
け
な
い「
自
賠
責
」

薬
物
乱
用「
ダ
メ
。ゼ
ッ
タ
イ
。」

ガ
ソ
リ
ン
を
携
行
缶
で

購
入
す
る
と
き
は

る

場、

ント
せ



問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

添
田
町
プ
レ
ミ
ア
ム
付
商
品
券「
添

田
町
生
活
応
援
商
品
券
」
の
購
入
に

は
、
添
田
町
が
交
付
す
る
「
購
入
引

換
券
」
と
「
身
分
証
」
が
必
要
で
す
。

購
入
引
換
券
は
、
非
課
税
世
帯
分
の

対
象
者
で
交
付
申
請
済
の
人
、
子
育

て
世
帯
分
の
対
象
者
に
、
9
月
下
旬

か
ら
発
送
し
て
い
ま
す
。

▼
販
売
場
所　

添
田
町
商
工
会

▼
販
売
期
間　

令
和
元
年
10
月
１
日

　

火
か
ら
令
和
２
年
１
月
31
日
金
ま

　

で
の
土
日
祝
日
を
除
く
、
平
日
９

　

時
〜
16
時

▼
使
用
期
限　

令
和
２
年
１
月
31
日
金

号
が
必
要
で
す
。
代
理
人
が
問
い
合

わ
せ
る
場
合
は
、
本
人
と
代
理
人
の

基
礎
年
金
番
号
が
必
要
で
す
。
代
理

で
問
い
合
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
人

は
2
親
等
以
内
（
配
偶
者
、子
、兄
弟
、

孫
）
で
す
。

問 

ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

　

 

（
☎
０
５
７
０
―
05
―
１
１
６
５
）

▼
と
き　

11
月
15
日
金　

11
時

▼
と
こ
ろ　

添
田
町
民
会
館

▼
対
象
者　

▽
金
婚（
結
婚
50
年
）＝

　

昭
和
44
年
１
月
１
日
〜
昭
和
44
年

　

12
月
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

　

▽
結
婚
60
年
＝
昭
和
34
年
１
月
１

　

日
〜
昭
和
34
年
12
月
31
日
ま
で
に

問 

購
入
引
換
券
に
つ
い
て
＝
役
場
保

 

健
福
祉
環
境
課（
☎
82
―
１
２
３
２
）

 

商
品
券
の
購
入
に
つ
い
て
＝
添
田

 

町
商
工
会
（
☎
82
―
０
２
４
４
）

　

本
人
か
ら
の
届
出
に
よ
っ
て
住
民

票
に
旧
姓
を
記
載
す
る
こ
と
に
よ
り

旧
姓
で
の
印
鑑
登
録
や
印
鑑
証
明
書

の
交
付
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

▼
施
行
日　

令
和
元
年
11
月
５
日

問 

役
場
住
民
課
戸
籍
住
民
係

 

（
☎
82
―
１
２
３
３
）

○
添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会
へ

▼
香
典
返
し　

▽（
故
）其
上
キ
ヨ
カ

　

結
婚
し
た
夫
婦

※
お
知
ら
せ
い
た
だ
い
た
該
当
者
に

は
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

問 

添
田
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

 

（
☎
82
―
２
６
０
０
）

　

昨
年
度
は
皆
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご

協
力
に
よ
り
154
万
８
３
２
８
円
の
募

金
が
集
ま
り
ま
し
た
。
添
田
町
に
は

117
万
８
７
０
０
円
が
配
分
さ
れ
、
一

人
暮
ら
し
家
庭
に
緊
急
ベ
ル
の
取
り

付
け
や
、
童
話
冊
子
購
入
な
ど
地
域

福
祉
活
動
の
推
進
に
役
立
て
ら
れ
て

い
ま
す
。
今
年
も
皆
さ
ん
の
温
か
い

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
運
動
期
間　

10
月
１
日
火
〜
12
月

　

31
日
火

【
第
５
回
自
衛
官
候
補
生
】

▼
試
験
日　

▽
男
子
＝
11
月
23
日
土

　

▽
女
子
＝
24
日
日
／
筆
記
・
口
述
・

　

身
体
検
査

▼
試
験
会
場　

陸
上
自
衛
隊
福
岡
駐
屯
地

▼
受
験
資
格　

日
本
国
籍
を
有
す
る

　

18
歳
以
上
33
歳
未
満
の
人

▼
受
付
期
限　

11
月
12
日
火

【
自
衛
隊
就
職
説
明
会
】

▼
と
き　

10
月
20
日
日
９
時
〜
15
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
情
報
セ
ン
タ
ー

問 

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本
部
飯
塚

　

 

地
域
事
務
所

　

 

（
☎
０
９
４
８
―
22
―
４
８
４
７
）

　

10
月
１
日
か
ら
の
消
費
税
率
引
き

上
げ
に
と
も
な
い
、１
荷か
（
36
リ
ッ
ト

ル
）あ
た
り
の
料
金
は
430
円（
内
消
費

税
40
円
）と
な
り
ま
す
。

問 

役
場
保
健
福
祉
環
境
課
環
境
保
全
係

　

 

（
☎
82
―
１
2
３
２
）

　

 

田
川
東
部
環
境
衛
生
施
設
組
合

　

 

（
☎
82
―
２
７
９
０
）

　

県
内
の
町
村
の
自
慢
の
特
産
品
や

グ
ル
メ
、
加
工
品
が
大
集
合
。
添
田

町
か
ら
は
、
道
の
駅
歓
遊
舎
ひ
こ
さ

ん
や
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊
が
出
店

予
定
で
す
。

▼
と
き　

11
月
９
日
土
＝
10
時
30
分

　

〜
16
時
30
分
、
10
日
日
＝
11
時
〜

　

16
時

▼
と
こ
ろ　

天
神
中
央
公
園（
福
岡
市
）

問 

福
岡
県
町
村
会
総
務
課

　

 

（
☎
092
―
651
―
１
１
２
１
）

▼
開
催
期
間　

10
月
８
日
火
か
ら
12

　

月
24
日
火
の
間
の
毎
月
第
２
・
４

　

火
曜
日　

①
10
時　

②
14
時

▼
と
こ
ろ　

田
川
税
務
署

▼
定
員　

30
人
／
参
加
費
無
料
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年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
の
支
給

決
定
通
知
ま
た
は
不
該
当
決
定
通
知

が
10
月
か
ら
順
次
送
付
さ
れ
ま
す
。

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
に
つ
い
て

は
9
月
号
の
広
報
を
確
認
し
て
く
だ

さ
い
。
支
給
決
定
通
知
が
届
い
た
人

は
12
月
中
旬
以
降
に
、
給
付
金
額
が

年
金
に
上
乗
せ
さ
れ
て
支
給
さ
れ
ま

す
。
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き
ん
ダ

イ
ヤ
ル
」
へ
お
願
い
し
ま
す
。

▼
電
話
受
付
時
間　

月
曜
日
＝
8
時

　

30
分
〜
19
時
、
火
〜
金
曜
日
＝
8

　

時
30
〜
17
時
15
分
、
第
2
土
曜
日

　

＝
9
時
30
〜
16
時

※
問
い
合
わ
せ
の
際
、
基
礎
年
金
番

※
10
月
22
日
火
は
祝
日
の
た
め
開
催

し
ま
せ
ん
。

※
参
加
希
望
者
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問 

田
川
税
務
署
総
務
課

 

（
☎
44
―
０
４
３
０
）

　
「
法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
」と
は
、

相
続
人
が
法
務
局
（
登
記
所
）
に
必

要
な
書
類
を
提
出
し
、
登
記
官
が
内

容
を
確
認
し
た
上
で
、
法
定
相
続
人

が
誰
で
あ
る
の
か
を
登
記
官
が
証
明

す
る
制
度
で
す
。
こ
の
制
度
を
利
用

す
る
と
、
相
続
登
記
を
含
む
各
種
相

続
手
続
き
で
戸
籍
謄
本
一
式
の
提
出

が
省
略
で
き
ま
す
。

問 

福
岡
法
務
局
田
川
支
局

 

（
☎
44
―
１
４
２
６
）

お
知
ら
せ

Informationくらしに役立つ情報満載

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　

 

（
敬
称
略
）

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

ご
協
力
お
願
い
し
ま
す

グ
ル
メ
、
加
工
品
が
大
集
合
。
添
田

添田町を元気に！

地域おこし
協力隊通信

23口
述
・

信

23
日
土

口口口口口口口口口口
述
・

信
Vol. ⑬

　
（
上
落
合
一
）▽（
故
）船
瀬
ト
モ
子

　
（
下
中
元
寺
）
▽
（
故
）堀
山
直
美

　
（
添
田
東
）
▽（
故
）
永
末
千
鶴
子

　
（
町
三
）▽（
故
）新
屋
六
郎（
町
四
）

　

▽（
故
）金
澤
勝
子（
庄
東
）▽
髙
瀬

　

正
廣（
添
田
東
）

令
和
元
年
度

金
婚
式
・
結
婚
60
年
祝
賀
会

Q. 添田町に来て半年ほど経ちました。
　 暮らしてみて添田町はどうですか？

A. 添田はとても涼しいです。実家のあるうき
は市と違ってびっくりしました。引っ越して
くる前は不安もありましたが、地域の人に温
かく受け入れてもらえて感謝しています。

Q. 地域おこし協力隊として
　 主にどんな活動をしていますか？

A. イベントのチラシづ
くりや、ＳＯＥＤＡ -
ＮＡＶＩのレイアウト
デザインなど、主にデ
ザインに関する活動を
行っています。また、
英彦山がらがらの絵付
け体験で絵付けのアド
バイスをしたり、福岡
市の護国神社で開催されている蚤の市に添田
町のブースを出展したりしています。

Q. 今後の抱負を聞かせてください

A. 添田町に来てから、町を良くしたい、PR
したいと頑張っている地域の人が多くてすご
いと思いました。その方々を、自分のデザイ
ンでお手伝い出来るといいなと思っています。

〇髙山隊員にインタビュー
チラシやホームページで町をＰＲ

　６月の事故発生状況  （　）内は昨年同月比

　６月の事件発生状況   （　）内は昨年同月比
発生件数種　類

  オートバイ盗
  性犯罪

  空き巣・忍び込みなど

０（±０）
０（±０）
０（±０）
０（±０）

今年の累計
0
１
2
１

発生件数種　類
  事故発生（物件＋人身）
  死亡者
  負傷者

12（ー10）
０（±０）
８（＋３）

今年の累計
99
２
31

  車上ねらい

●人　口　9,707 人（ー13人）

●男　性　4,591 人（＋１人）

●女　性　5,116 人（－14人）

●世帯数　4,703世帯（＋８世帯）

●出生　４ 人

●死亡　19 人

●転入　25 人

●転出　23 人

人の動き ８月末日現在（　）は前月比

相談
●心配ごと相談（そえだジョイ／10時～15時）

　10月15日火、11月５日火

●補聴器相談（役場ロビー）

　10月９日水（13時～）、10月11日金（15時～）

●無料法律相談（オークホール／13時～16時）
　10月18日金
※２か月に１回の巡回無料相談会です。前日午前
中までに役場保健福祉環境課で予約してください。
問 役場保健福祉環境課（☎82-1232）

●無料法律相談会

　（福岡法務局田川支局／13時～16時）

　10月８日火、11月12日火

※利用条件あり。詳しくは問い合わせください。

問 法テラス福岡（☎050-3383-5502）

●こころの健康相談（田川保健福祉事務所／予約制）

　10月８日火（10時～）、24日木（14時～）

問 田川保健福祉事務所健康増進課（☎42-9307）

●女性の健康相談・不妊相談（福岡県嘉穂・鞍手

　保健福祉環境事務所／要予約）

　10月２日水、11 月６日水（13時30分～16時30分）

問 福岡県嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所健康増

　 進課健康増進係（☎ 0948-29-0277）

納期限のお知らせ
● 10月31日木が納期限です
　▷町県民税（３期）
　▷国民健康保険税（４期）
　▷後期高齢者医療保険料（４期）
問 役場住民課税務・滞納対策係（☎82-1234）

15　広報そえだ（令和元年 10月号）

事
業
者
向
け
軽
減
税
率
制
度
・
適

格
請
求
書
等
保
存
方
式
説
明
会

年
金
生
活
者
支
援
給
付
金
支
給
決
定

通
知
送
付
時
期
は
10
月
か
ら
順
次

消
費
税
増
税
に
伴
う
プ
レ
ミ
ア

ム
付
商
品
券
を
販
売
中

ふ
く
お
か
町
村
フ
ェ
ア

○
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
そ
え
だ
へ

▼
慰
問　

▽
高
橋
浩
月
（
町
四
）
▽

　

坂
本
泰
子（
峰
地
）

○
錦
風
荘
へ

▼
慰
問　

▽
伊
藤
麗
子（
添
田
中
）

　
　
　
（
令
和
元
年
９
月
14
日
現
在
）

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度

し
尿
く
み
取
り
料
金
が

変
わ
り
ま
す

◉いのちへのおもいやり

10月は
臓器移植普及
推進月間です

　臓器移植は、臓器の機能が低下した
り、全く動かなくなったりする病気の
唯一の根治療法です。「万一の時」は考
えたくないことかもしれません。しか
し、その時はすでに自分では意志を伝
えられなくなっています。臓器提供へ
のあなたの意志は、臓器提供意思表示
カードや運転免許証、健康保険証のウ
ラ面の「臓器提供意思表示欄」への記
入で示すことができます。

問 （公社）日本臓器移植ネットワーク
　 （☎ 0120-78-1069）

↑髙山隊員作成のチラシ

自
衛
官
採
用
試
験
・
説
明
会

添
田
町
印
鑑
条
例
が

一
部
改
正
さ
れ
ま
し
た



◦とき　㊊～㊏　10時～16時／◦ところ　子育て支援センター
問 添田町子育て支援センター／くるみ保育園２階（☎85-0888）

遊びにおいでよ遊びにおいでよ

子育てを子育てを楽しもう楽しもう

育児サークルに育児サークルに

子 育て支援センターは、保育園や幼稚園に通っていない

お友だちが、楽しく遊ぶところです。また、育児での

不安や悩みを抱えたお母さんたち

の心強い味方になる育児サークル

を行い、保育士や保健師が楽しい

育児ができるようにお母さんたち

をサポートしています。皆さんも

気軽に参加してください。

10月のイベント10月のイベント
◉親子リトミック教室

　親子で音楽のリズムに合わせて

全身で表現したり、身体を動

かしたりして楽しみます。

〇とき　10月15日㊋　11時～

〇ところ　子育て支援センター

◉マタニティサークル「マタニティ・ヨガ講座」

　マタニティヨガは、深く深呼吸すること

で、不安や不調をやわらげ、リラックスし

赤ちゃんとのつながりを感じます。また、

出産に向けての体力づくりにもなります。

〇とき　10月17日㊍　10時～　

〇ところ　オークホール研修室

〇参加費　200円

※要事前申し込み

〇対象　安定期に入った妊婦

※必ず、担当医に相談し参加してください。

〇持ってくるもの　母子手帳、タオル、飲み物

田町子育て支援センター添

◉防災無線放送内容確認サービス（☎ 88-8555）火災については、☎ 42-0119におかけください。

添
田
町
に
は
返
済
の
必
要
の
無
い
佐
藤
知
也
給
付
型
奨
学
金
が
あ

り
ま
す
。就
学
中
の
大
学
生
等
毎
年
２
名
に
毎
月
３
万
円
を
支
給
し
、

現
在
ま
で
６
名
の
学
生
が
受
給
し
て
い
ま
す
。
▼
佐
藤
知
也
さ
ん
は

今
年
の
８
月
25
日
、100
歳
の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
、98
歳
の
奥
様
共
々

お
元
気
に
福
岡
市
で
過
ご
さ
れ
て
い
ま
す
。
添
田
小
学
校
で
用
務
員
と
し
て
雇
用
さ
れ
、

そ
の
後
一
生
懸
命
勉
強
し
て
企
業
の
役
員
も
務
め
ら
れ
た
と
の
こ
と
で
す
。
添
田
町
の
恩

が
忘
れ
ら
れ
な
い
、
勉
学
に
励
む
子
ど
も
達
に
と
ご
寄
付
を
頂
き
、
そ
れ
を
原
資
に
こ
の

制
度
を
作
ら
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
▼
100
歳
の
誕
生
日
に
お
伺
い
し
た
際
は
、
津
野
ま
で
お

父
さ
ん
と
歩
い
て
行
っ
た
こ
と
や
、
下
町
の
中
島
家
住
宅
の
こ
と
な
ど
お
話
し
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
た
ば
こ
は
や
め
た
が
、お
酒
は
少
々
、会
社
勤
め
の
頃
は
カ
ク
テ
ル
が
好
き
だ
っ

た
な
ど
お
洒し
ゃ
れ落
な
佐
藤
さ
ん
で
す
。
矍
※
１
か
く
し
ゃ
く
鑠
と
し
て
、
し
っ
か
り
歩
き
、
30
歳
違
う
私
の
方

が
恐
れ
入
っ
た
次
第
で
す
。
奥
様
は
お
茶
の
先
生
で
、
あ
る
会
合
で
野
田
の
中
富
先
生
と

隣
り
合
わ
せ
に
な
り
、
添
田
町
の
こ
と
を
お
話
し
し
た
と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
▼
今
回
100
歳

の
お
祝
い
に
奨
学
生
の
一
人
、
沖
縄
で
勉
学
に
励
む
木
森
さ
ん
も
来
て
く
れ
ま
し
た
。
一
生

懸
命
勉
強
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
佐
藤
さ
ん
も
非
常
に
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。
佐
藤

奨
学
生
の
皆
さ
ん
は
し
っ
か
り
勉
強
し
、
き
っ
と
添
田
町
に
帰
っ
て
き
て
く
れ
る
と
思
い
ま

す
。
▼
我
々
の
時
代
（
昭
和
35
年
～
40
年
代
）、
多
く
の
友
人
を
添
田
駅
の
ホ
ー
ム
で
見
送

り
ま
し
た
。
炭
鉱
が
無
く
な
り
新
た
な
働
き
場
所
を
求
め
て
東
京
や
関
西
な
ど
へ
と
就
職

し
て
い
き
ま
し
た
。
添
田
町
で
は
両
親
が
頑
張
り
、
そ
の
親
を
気
遣
い
な
が
ら
も
都
会
で

働
き
、
夢
を
叶
え
生
活
を
確
立
し
た
友
の
多
く
は
添
田
町
に
帰
っ
て
く
る
こ
と
は
あ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。
生
活
・
仕
事
が
大
き
な
要
素
を
占
め
、
都
会
が
良
い
と
は
思
っ
て
無
く
て
も
、

ま
た
故ふ
る
さ
と郷
へ
帰
り
た
い
と
思
っ
て
も
、仕
事
・
生
活
が
気
に
な
り
ま
す
。
ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
も
大
き
な
課
題
で
す
。
▼
こ
れ
ま
で
は
、
観
光
等
に
よ
っ
て
交
流
人
口
を
増
や
す
こ
と

で
添
田
町
を
見
て
、
感
じ
て
、
定
住
し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思
い
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。
一
定
の
成
果
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
人
口
減
少
と
い
う
大
き
な

波
に
飲
み
込
ま
れ
て
い
ま
す
。
▼
そ
の
中
で
、
今
、
関
係
人
口
と
い
う
言
葉
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
定
住
に
繋
が
る
も
の
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
ア
ン
テ
ナ
シ
ョ
ッ
プ
と
繋
が
る
人
、
ふ
る

さ
と
納
税
で
注
目
し
て
く
れ
た
人
、グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
心
あ
る
人
、ふ※
２

る
さ
と
ワ
ー

キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
・
プ※
３

ロ
ボ
ノ
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
な
ど
添
田
町
と
関
係
を
作
る
人
達

で
す
。
過
去
に
住
ん
で
い
た
人
、
行
き
来
す
る
人
、
ル
ー
ツ
が
あ
る
人
も
い
ま
す
。
こ
れ
ま

で
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
「
添
田
町
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
」
で
す
。
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
を
注
目
し
て
も

ら
い
大
き
く
す
る
の
は
、
今
住
む
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
口
コ
ミ
で
す
。
皆
さ
ん
は
宣
伝
マ

ン
で
す
。
東
京
・
福
岡
に
住
む
お
孫
さ
ん
に
、
添
田
町
こ
ん
な
こ
と
が
あ
る
よ
、
テ
レ
ビ
に

出
る
よ
と
か
電
話
し
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
輪
を
広
げ
て
下
さ
い
、
ま
ち
づ
く
り
・

情
報
提
供
し
っ
か
り
頑
張
り
ま
す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※１…老年になっても、心身ともに元気のいいさま。２…日本各地のふるさとで地域の仕事をしながら、地域の人たちとの交流や学びを通じて
リアルに地域のくらしを体験すること。３…分野の専門家が、職業上持っている知識やスキルを無償提供して社会貢献するボランティア活動。
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